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努力の先に未来あり！～がんばれ３年生！～

もう春が間近に迫っています。、３年生も様々な困難に打ち勝って、自分のこれからの進路を

定めつつあります。２月 10･11 日は私立高校、２月 13 日は公立推薦特色選抜入試があります。受

験は自分の未来を切り開く大きな挑戦です。是非、最後まで努力を続けてくれることを願い、成

功を祈っています。他の人から、あれこれ言われて行動することは、いやで苦しいものです。自

分で選んだ道ならば、苦しくてもそれを乗り越える「力」が湧いてくるものです。一度しかない

人生です。ならば自分の可能性を信じ、困難や逆境に負けずに堂々と立ち向かい見事に自分の夢

を叶えて欲しいと思います。中学時代は身体も、心も学ぶ力も大きく成長するときです。１，２

年生のみなさん、今なすべき事にしっかりと取り組むことを通して大きく成長してください。努

力の先に未来ありです。

自分の命は自分で守る
「阪神・淡路大震災から１７年」そして「東日本大震災」

今年で阪神・淡路大震災から１７年が経ちました。被災地となった兵庫県内の各地域で

は防災訓練が行われましたが、本校におきましても 1 月２０日に地震・津波を想定した避

難訓練をおこないました。地震発生から避難・集合・点呼という流れは全体としては迅速

かつ整然と真剣な表情で取り組むことができました。ただ、訓練ということで緊張感が少

し欠ける面があったかもしれません。本当の地震のときには、恐怖を感じパニックに陥る

人もたくさん出てくるのではないでしょうか。「冷静に行動する」ことが生死を分けるこ

とにつながります。今回の東日本大震災では、「津波」の恐ろしさを改めて知ることとな

りました。

近い将来、「東南海・南海地震」が、かなりの高い確率で起こると言われており、地震

のゆれと大津波によって甚大な被害が出ると予測されています。「津波」への対応として、

①海岸から逃げる②高い建物に避難③津波は何度もやってくる、決して安心、油断しない

ことが鉄則だと言われています。

そして私たちは、阪神・淡路と東日本の大震災からたくさんの「経験」と「教訓」を得

ました。突然の災害で普段の生活ができなくなり、大切な命が奪われました。普段の生活

ができることに感謝し、この震災をしっかりと未来に伝え、これからの自然の災害への備

えをしていきたいものです。

ところで、自然の災害はいつ起こるか予測できません。その場、その時の置かれた状況



のなかで、最善を尽くして行動することが「自分の命」を守ることにつながります。改め

て、ご家庭において、日頃からの備えをしていただきたいと思います。現在、尼崎市では

津波一時避難場所を指定していますが、本校近隣では次の三か所が指定されていますので

改めてご確認ください。

no 施設名 収容人数 所在地 電話番号

１ 尼崎市ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競艇場ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ 5,800 水明町 199 番地の 1 6419-3181
(新館)3･5･7 階

２ コーナン尼崎道意店 7,600 道意町７町目１ 6430-6330
(3･4 屋上階駐車場)

３ アマドゥ(ｵｰﾄﾊﾞｯｸｽｾﾌﾞﾝ) 17,500 道意町７丁目１ 6430-6557
（3 階・屋上駐車場)

阪神大震災から１７年、東日本大震災をはじめ、多くの災害があったことを受け、兵庫県などでつくる「ひょうご安全の日

推進県民会議」が、阪神の経験を継承し、発展させることを誓う「１・１７ひょうご安全の日宣言」が発表されました。自然の

災害が多発する時代を生き抜くために、阪神の経験を伝えていこうという決意が述べられています。

２月のおもな予定

１日～３日整美徹底週間 22 日（水）期末試験

４日（日）土曜チャレンジ 23 日（木）期末試験

８日（水）生徒朝礼、専門委員会 24 日（金）期末試験

９日（木）⑤授業参観⑥新入生保護者説明会 25 日（土）土曜チャレンジ、新入生制服渡し

10 日（金）私立高校入試、１２年校外学習 27 日（月）教育相談（１・２年）

13 日（金）公立推薦特色入試 28 日（火）教育相談（１・２年）

18 日（土）３年生を送る会（スマイル学級）

土曜チャレンジ 苦しい峠の向こうには
楽なくだりが待っている

１・１７兵庫安全の日宣言

阪神・淡路大震災から17年が経った
私たちは日本と世界の多くの人たちに

地震を経験する前に教訓を知ってもらいたい 生かしてもらいたい
そのように願って 発信し続けてきた

阪神・淡路大震災は 活断層が起こした内陸直下型だった
でも 私たちはもう一つの地震があることを知っていた
それはしばしば大津波を伴うプレート境界地震だ

3月11日に東日本大震災が起こった
東北地方から関東地方にかけて

広い範囲での地震と津波 そして原子力事故による大きな被害をもたらした
2万人もの犠牲者・行方不明者 45万人を超える避難者が生まれ
人びとの生活と美しい国土が破壊され 大きな悲しみをもたらした

新燃岳の噴火や台風第12号災害も起こった
私たちは自然災害が多発し激化する時代に生きている
もうこれ以上 悲しい思い出を作らないようにしたい

それには災害文化をつくり 伝え そして備えて行動するしかない

伝えよう もっと伝えよう阪神・淡路大震災の教訓を
つぎの震災や津波 風水害 そして火山噴火や土砂災害に 備えて

震災の教訓は すべての災害に通じる知恵だから

2012年1月17日
ひょうご安全の日推進県民会議



アンケート実施日 平成23年12月

1 教育課程・教育相談

1 学校の教育目標や教育計画についてしらされている

2 先生は教え方を工夫し、分かりやすい授業をしている

2

1 教育相談機関があることを知っている

2
担任の先生以外にも、相談をしてもよいということを
知っている

3
カウンセラーの先生へは、生徒だけでなく保護者も相談
できることを知っている

3 安全管理

1 校内に危険な箇所はない

2 通学路に危険な箇所はない

3 子どもは交通ルールを守って通学している

4
地震や火災などが起こった場合の避難について家庭で
話しをしている

4

1
子どもは学校教育目標を意識して学校生活を送ってい
る

2 子どもは学校へ行くのが楽しいと感じている

3 子どもは適切な言葉遣いや挨拶ができる

4 子どもは服装や持ち物など学校の決まりを守っている

5
子どもは命の大切さや人権・社会のルールなどについ
て考えた行動ができる

6
先生は子供達の頑張りを認めてくれたり、意見を聞い
てくれる

7
先生は、いじめやもめ事などがあれば適切に対応して
くれる

8
図書室は整備されていて、いつも本を読んだり借りたり
できる

9
子どもは、放課後のクラブ活動に積極的に参加してい
る

5

1 育友会活動について理解と協力ができている

保護者自身について

保護者
と
て
も
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う
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思
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生徒指導・教育相談体制

学校生活・教育目標

42 32 18 8

12 53 30 5

24 35 25 16

37 40 13 10

13 46 38

31 52 15 2

24 57 19 0

52 40 7 1

24 50 23 3

21 45 27 7

10 40 39 11

9 24 57 10

35 49 14 2

21 52 22 5

12 57 28 3

26 44 26

40 50 10 0

40 50 8 2

47 23 7 23

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない

《学校評価アンケートの結果をお知らせします》

２学期の１２月に保護者の方を対象に実施いたしましたアンケートを集計した結果をお知らせ致します。

本校の教育活動の改善にこの資料を活かして参ります。アンケートへのご協力をいただきありがとうござ

いました。




